
蛍光イメージングにおいて近赤外領域の光を利用することには多くの利点がある。
特に生体深部イメージングでは、高い生体透過性を有し、組織由来の自家蛍光の
影響を受けにくい近赤外光は有用である。また、近赤外光は光毒性がほとんどな
いことから、細胞の長時間観察にも適している。しかし、蛍光イメージングに
適した近赤外蛍光色素の開発は思いのほか難しい。さらに、近赤外色素は蛍光
量子収率が低いものが多く、かつ分光光度計の近赤外領域の感度が低いことから、
物性の正確な評価に多くの時間を要してしまう。
本講演では、堀場製作所の蛍光吸光分光装置「Duetta」を紹介したい。本装置
は、単一のサンプルで吸収および蛍光スペクトルを測定することが可能であり、
1100 nmまでの蛍光を高感度かつ正確に測定できる。また、高速測定が可能で
あるため、近赤外領域における蛍光変化の追跡にも適している。
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製品の詳細はこちら▲
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